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１．総合評価 

（１）実施の可否     ☑ 可       □ 否 

（２）修正の必要の有無  □ 修正の必要あり ☑ 修正の必要なし 

 

２．総合所見 

本研究は、桜島大正噴火級の降灰シミュレーションを通じて大規模噴火時の降灰特

徴を評価し、防災対応に資することを目的とした重要な取り組みである。また、地方

官署が持つ地域特性の知見を活かした分析、噴煙モデル改良、１年間の降灰シミュレ

ーションの実施など、学術的・業務的にも高い価値が認められる。さらに、地方職員

の技術力向上や降灰データベースの整備など、人材育成と地域防災への貢献も期待さ

れる。 

一方で、気象場選択の幅が狭いこと、鹿児島地方気象台の参画が後半の工程に偏っ

ていること、モデル検証の説明に不足が感じられること、桜島大正噴火時のデータ不

足による検証の難しさがあることなど、考慮すべき課題も残っている。 

実施にあたっては、多様なシナリオの気象場を用いた検証、地方気象台の早期から

の参画や役割分担の明確化、近年の噴火データを活用したモデル検証強化を進めてい

ただきたい。そのうえで、本研究の成果が桜島における防災的価値を高めるものにな

るとともに、降灰予測技術のさらなる高度化に貢献することを期待する。 

 


